
 

「ニッポン一億総活躍プラン」を実践するシルバー人材センターへの支援を 

求める決議 

 

我が国においては，少子高齢化が進み，労働力人口が減少している中，働く意欲のあ

る高齢者が活躍し続けることができる「生涯現役社会」を実現することがますます重要と

なっている。 

全国の公益社団法人の４分の１を占めるシルバー人材センターは，地域の日常生活に

密着した就業機会を提供するなどにより，高齢者の「居場所」と「出番」をつくり，「生

涯現役社会」の実現に役割を果たしており，併せて，高齢者の生きがいの充実，社会参加

の促進を実行し，地域社会の活性化と医療費の削減に寄与している。 

本年６月２日に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」のロードマップには，

保育等の就業機会の提供に，積極的に取り組むシルバー人材センターに重点的に財政支援

を行い，保育分野等での高齢者の就業を推進する，及び介護周辺業務や軽易な介護業務に

関して，シルバー人材センターを通じた高齢人材を活用することが掲げられている。 

シルバー人材センターは，行政刷新会議の「事業仕分け」による国の補助金予算額の

大幅削減に併せて，地方自治体の補助金も削減されたことから，事務局職員の削減を余儀

なくされ，十分な就業機会の提供ができていない状況が続いているが，国及び地方自治体

の施策，地域ニーズに対応した事業にさらに取り組むこととしている。 

ついては，平成２９年度のシルバー人材センター事業の推進のために必要な補助金・

委託費と公共事業の発注を確保するよう強く求める。 

以上決議する。 
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